
 

 

  

 

  

 

 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
状
況
と
そ
の
後
の
復
興
状
況
を
確
認
し
、
災
害
に

強
い
防
災
組
織
の
作
り
方
を
学
ぶ
た
め
、
７
月 

日(

土)

に
委

員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

研
修
に
は 

名
の
委
員
が
参 

加
し
、
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被 

害
を
受
け
た
宮
城
県
女
川
町
で 

は
、
地
震
と
津
波
に
よ
る
被
害 

の
大
き
さ
に
、
改
め
て
災
害
の 

恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し 

て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け 

な
が
ら
辛
う
じ
て
津
波
の
影
響
を
直 

前
で
免
れ
た
仙
台
市
宮
城
野
区
福
住 

町
で
は
、
自
治
会
住
民
の
安
否
を
い 

ち
早
く
確
認
し
、
自
治
会
内
で
の
自
主
的
な
避
難
所
運
営
を

行
い
な
が
ら
、
よ
り
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
へ
支
援
を
行

う
な
ど
、
積
極
的
な
行
動
を
行
っ
た
自
治
防
災
組
織
の
在
り

方
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。 

講
演
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
福
住
町
町
内
会
長
菅
原
康
雄

氏
か
ら
は
、
広
範
囲
な
災
害
の
際
に
は
、
行
政
等
の
支
援
や

救
援
の
範
囲
が
多
岐
に
わ
た
り
、
全
地
域
に
は
な
か
な
か
進 
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ま
な
い
こ
と
が
多
く
、
い
っ
た
ん
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
災
害

か
ら
よ
り
多
く
の
方
が
助
か
る
「
減
災
」
の
た
め
に
は
、
い

ち
ば
ん
身
近
な
自
治
組
織
の
自
主
運
営
に
よ
る
短
期
的
な
災

害
対
策
の
重
要
性
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

支
援
体
制
に
つ
い
て
も
、
市
町
村
等
の
支
援
協
定
の
み
な

ら
ず
、
町
内
会
や
地
域
間
で
の
相
互
支
援
の
大
切
さ
も
学
び
、

こ
の
研
修
を
機
会
に
、
今
後
、
福
住
町
と
大
倉
地
域
と
の
相

互
援
助
等
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
回
の
研
修
に
あ
た
り
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
福
住

町
菅
原
町
内
会
長
様
を
は
じ
め
、
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た

町
内
会
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 



大
倉
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
で
は
、
子
ど
も
達
に
豊
か
な
経
験
を
積
ま
せ
、
生
き
る
力
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
の
居
場
所

づ
く
り
の
た
め
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

夏
休
み
に
入
っ
た
子
供
た
ち
を
対
象
に
、
「
ぼ
く
と
わ
た
し
の
わ
く
わ
く
夏
休
み
」
と
し
て
、
１
回
目
は
、
自
由
研

究
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
紙
ひ
こ
う
き
づ
く
り
、
朝
顔
の
花
を
使
っ
た
リ
ト
マ
ス
液
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
２
回
目
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ま
が
玉
づ
く
り
を
行
い
、
２
時
間
か
け
て
石
を
削
り
、
ま
が
玉
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
ま
し
た
。
３
回
目
は
、

８
月 
日(
火)

に
移
動
図
書
館
「
は
や
ま
号
」
の
巡
回
に
あ
わ
せ
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
行
い
、
本
に
親
し
み
ま
す
。 

ま
た
、
恒
例
に
な
り
ま
し
た
「
ミ
ニ
夏
祭
り
」
は
、
８
月
４
日(

土)

に
市
民
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
か
き

氷
づ
く
り
や
金
魚
す
く
い
・
水
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
な
ど
夏
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
昔
懐
か
し
い

飴
細
工
師
さ
ん
に
よ
る
実
演
も
行
い
、
珍
し
い
膨
ら
ま
す
飴
な
ど
、
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
き
れ
い
な
飴
細
工
を
次
々
に

作
る
手
さ
ば
き
に
、
子
供
た
ち
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
大
倉
婦
人
会
の
方
々
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

大
倉
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
、
「
子
ど
も
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト 

明
日
」
が
主

催
す
る
、
日
本
芸
能
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
９
月 

日(

日)

に
大
倉
小
学
校
体
育
館
を

会
場
に
行
い
ま
す
。 

当
日
は
、
国
際
的
に
活
躍

す
る
加
藤
木
朗
氏
・
木
村
俊

介
氏
が
中
心
に
な
り
活
動

す
る
「
和
力
」
が
太
鼓
や
神

楽
・
民
族
舞
踊
な
ど
を
披
露

し
、
子
供
た
ち
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。 

地
域
の
方
々
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
の
で
お
楽
し
み

に
し
て
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
、
後
日
配
布
す

る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５
月
か
ら
各
地
区
代
表 

名
に
よ
る
大
倉
小
学
校
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
内
容
が
、
４
回
の
委
員
会
と
視
察
を
経
て
ま
と
ま

り
ま
し
た
。 

８
月
７
日(

火)

に
、
大
倉
地
域
元
気
な
街
づ
く
り
協
議
会
会
長
及
び
各
地
区
会
長
、
並
び
に
同
行
者
と
し
て
地
元
市
議
会
議
員
と
と
も
に
市
役
所
を
訪
ね
、

佐
藤
清
村
山
市
長
へ
大 

倉
小
学
校
跡
地
利
用
に 

関
す
る
要
望
書
を
お
渡 

し
し
ま
し
た
。 

大
倉
地
域
と
し
て
、 

災
害
や
救
急
時
に
安
心 

で
き
る
環
境
と
と
も
に
、 

若
者
が
集
ま
れ
る
環
境 

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ 

り
、
地
域
の
振
興
に
寄 

与
で
き
る
よ
う
な
要
望 

を
ま
と
め
ま
し
た
。 

佐
藤
市
長
か
ら
は
、 

規
模
も
大
き
く
即
答
は 

で
き
な
い
も
の
の
、
今 

後
相
談
を
し
な
が
ら
前 

向
き
に
考
え
て
行
き
た 

い
と
の
お
話
が
あ
り
ま 

し
た
。 

提
出
し
ま
し
た
要
望 

に
つ
い
て
は
以
下
の
と 

お
り
で
す
。 

大倉小学校跡地利用について 

 

 残暑の候、貴職におかれましては益々ご清栄のこととお喜び申し

上げます。 

 日頃、市政発展にご尽力いただくと共に、当地域においても生活

環境の整備等にご配慮を賜り地域活性化のためにご尽力をされてい

ることに心より感謝申し上げます。 

 さて、平成２５年３月末をもって当地域唯一の学校である大倉小

学校が閉校となり、当地域から子供たちの学校での元気な声が消え

てしまうと考えますと寂しく感じられます。 

 そこで、大倉小学校閉校後の跡地利用について大倉地域として何

が望まれるかを大倉小学校跡地利用検討委員会を立ち上げ、地域将

来の安心安全と活性化につながるよう検討してまいりました。 

 つきましては、災害救急時に安心できる環境が整えられるととも

に、若者が集まる環境も整備され、地域の振興に寄与されるよう右

記のとおり要望いたしますので、是非ご理解を賜り実現に向け特段

のご高配を賜りたくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

一、 地域の防災機能として、既存屋内運動場を大倉地域の収容避難所として

引続き確保してもらいたい。 

 

一、 危険建物としての現校舎については、早急に解体を行い不審者の侵入な

どの住民不安を除いてもらいたい。 

 
一、 解体後の校舎敷地及び運動場敷地を利用し、金谷運動場において利用団

体間で不足している運動場の整備を行ってもらいたい。 

 
一、 運動場については、村山市並びに近隣において整備されておらず、かつ

維持管理が容易であり多数の利用が見込まれる、夜間照明を配した人工

芝の多目的運動広場としてのサッカー場整備を行ってもらいたい。 

 
一、 運動場駐車場については、運動場に隣接する大倉イベント広場を使用す

ることが可能です。 

 
一、 人工芝の運動場に整備することにより救急車両の進入も容易になるこ

とから、第９次村山市交通安全計画に盛り込まれている高度救急医療搬

送体制の充実強化として、１１月より県内において導入されるドクター

ヘリの中継離発着場として活用し、市内の救急業務体制の充実強化を図

ってもらいたい。 

 
一、 運動場整備にあわせ、屋内運動場について入口・トイレの整備と共に運

動場利用者が集会待機等のできるクラブハウスを併設してもらいたい。 

 
一、 プール敷地及び実習地敷地については、運動場と橋梁により往来が可能

なことから、利用者及び地域住民が憩える親水公園としての整備を図っ

てもらいたい。 

 
一、 施設整備にあたり、大倉地域として施設の環境保全の一翼を担って行き

たい。 
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○お
○知
○ら
○せ 

交
通
安
全
協
会
大
倉
支
部
よ
り 

明
る
い
や
ま
が
た
夏
の
安
全
県
民
運
動
実
施
中 

 

夏
は
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ

る
み
や
疲
労
か
ら
車
や
水
の
事
敀
が
多
く
な
り
、
青
尐

年
の
非
行
や
街
頭
犯
罪
等
も
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。 お

盆
や
む
ら
や
ま
徳
内
ま
つ
り
と
続
く
こ
の
時
期

に
、
こ
れ
ら
の
事
敀
を
防
止
し
、
青
尐
年
の
健
全
な
育

成
を
図
る
た
め
、
８
月 

日(

日)

ま
で
の
期
間
を
「
明
る

い
や
ま
が
た
夏
の
安
全
県
民
運
動
」
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。 

事
敀
の
無
い
安
全
な
運
転
と
と
も
に
、
飲
酒
の
機
会

が
増
え
る
こ
の
時
期
に
、
飲
酒
運
転
は
「
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
飲
ま
せ
な
い
」
よ
う
、
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に

地
域
の
皆
さ
ん
で
取
組
み
ま
し
ょ
う
。 

大
倉
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

:/
/
w

w
w

.c
ity.m

u
ra

y
a
m

a
.lg

.jp
/
s
h

im
in

-
 

c
e
n

te
r/

o
o
k
u

ra
.h

tm
 

「
お
お
く
ら 

市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
に
は
、
各
種
お
知

ら
せ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ま
が
載
せ
た
い
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

取
材
等
も
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

ク
マ
出
没
！ 

ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

 ８
月
７
日
未
明
に
、
中
沢
地
区
（
小
字
岩
神
）
園
地

に
ク
マ
が
出
没
し
、
作
物
等
の
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。 ク

マ
は
一
般
的
に
人
に
対
し
て
警
戒
心
が
強
い
動

物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
突
然
出
遭
っ
た
り

し
た
場
合
は
本
能
的
に
襲
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
う
し
た
遭
遇
を
避
け
、
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

里
を
餌
場
と
認
識
さ
せ
な
い 

 

人
家
の
周
り
に
ク
マ
の
餌
と
な
り
う
る
生
ゴ
ミ
や
廃 

棄
果
実
を
放
置
せ
ず
適
切
に
処
分
す
る
。
ペ
ッ
ト
フ
ー 

ド
な
ど
は
外
に
保
管
し
な
い
。 

遇
わ
な
い
よ
う
に
す
る 

 

突
然
出
遭
わ
な
い
よ
う
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
な
る 

物
を
身
に
つ
け
、
存
在
を
知
ら
せ
る
。
ク
マ
は
夜
間
や 

朝
夕
な
ど
に
活
発
に
行
動
す
る
た
め
、
付
近
で
の
朝
早 

く
の
作
業
の
際
に
は
、
音
の
す
る
物
を
身
に
つ
け
注
意 

し
て
作
業
す
る
。 

出
遭
っ
た
時
に
興
奮
さ
せ
な
い 

興
奮
す
る
と
襲
っ
て
く
る
の
で
、
大
声
な
ど
出
さ
ず
、 

ク
マ
と
の
間
に
立
木
な
ど
の
障
害
物
を
入
れ
、
目
を
離 

さ
な
い
で
ク
マ
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

大
倉
地
域
の
み
な
さ
ま
の
足 

月
か
ら
乗
合
タ
ク
シ
ー
が 

運
行
さ
れ
ま
す
。 

 村
山
市
で
は 

月
か
ら
大
倉
地
域
の
一
部
（
行
川
地

区
、
新
山
地
区
、
中
沢
地
区
）
に
お
き
ま
し
て
、
利
用

者
の
需
要
、
要
望
に
応
じ
て
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
（
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）
を
運
行
す
る
新
し
い
公
共
交
通
体

系
の
導
入
に
向
け
た
実
証
実
験
を
行
う
予
定
で
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
地
区
住
民
の
皆
様
を
対
象
に
利
用

方
法
や
登
録
の
し
か
た
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

 

新
山
地
区 
８
月 

日(

月) 

新
山
地
区
公
民
館 

(

老
人
ク
ラ
ブ
対
象) 

 

午
後
１
時 

分
～ 

(

新
山
地
区
の
方
対
象) 

午
後
６
時 

分
～ 

 

中
沢
地
区 

８
月 
日(
火) 

中
沢
地
区
公
民
館 

 
 

 
 

(

中
沢
地
区
の
方
対
象) 

午
後
７
時
～ 

行
川
地
区 

８
月 

日(

木) 
行
川
地
区
公
民
館 

 
 

 
 

(

行
川
地
区
の
方
対
象) 
午
後
７
時 

分
～ 

 

※
他
の
地
区
の
方
も
一
部
利
用
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
地
区
会
長
又
は
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 


